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次期総長予定者として現・工学研究院長の名和豊春氏を選出
平成28年度医学教育等関係業務功労者表彰に本学から２氏
北海道大学病院が平成28年度北海道知事賞（優良給食施設）を受賞
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お知らせ ・次世代シーケンサーなど先端機器類の共用を開始
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とや仕事に臨む心構えなどについてお
話しされました。
　ベンチャー企業の将来性や専門資格
取得の意義など，学生にとって役立つ
お話でしたが，お 2 人ともWebやセミ
ナー，インターンシップの活用，そし
て読書の重要性を強調されていたのが
印象的でした。

　月曜日の早朝の開催にも関わらず，
経済学部の学生だけでなく，他学部生
を含めて30名を超える参加者があり，
ビジネスの世界で成功を収めている先
輩の助言に真剣に耳を傾けていました。

（経済学研究科・経済学部）

熱心に講演を聴く参加者

経済学研究科地域経済経営ネットワーク研究センターで講演会
「企業の社会的責任と株主-被雇用者パートナーシップ：経験的分析」を開催

　経済学研究科では11月25日（金）
に，中国・北京大学客員教授／韓国・
ソウル大学校名誉教授である韓相震氏
を招いて，講演会「企業の社会的責任
と株主-被雇用者パートナーシップ：
経験的分析」を経済学研究棟 3 階会議
室で開催しました。本講演会は，経済
学研究科地域経済経営ネットワーク研
究センター（REBN）の主催で実施
し，30名以上の出席者がありました。
　講演者の韓氏は，北京大学及びソウ
ル大学校において，これまで社会学理
論を専門とし，世界的に活躍してきま
した。また，韓国社会においては1980
年以降の市民運動の中核的理論家とし
て有名になり，様々な理論的・実践的
成果を示してきました。「中民理論」
と呼ばれるその理論は，新たに台頭す
る中産階級の意識を構成主義的な観点
から理論化したものであり，また韓国
における民主化運動の一つの理念を提
起するものです。2000年代には金大中
政権においてブレインとして活躍し，
本年初めには新たに第 3 の党たる「国

民の党」を創設するための準備委員長
を務めています。こうした経験の背景
には，彼自身の市民的コミュニタリア
ニズムに対する確固たる信念があり，
その観点から経済活動の領域において
も，新しい経済倫理の可能性を探って
います。本講演では，株主と被雇用者
のパートナーシップ（あるいはシェ
ア，連帯）の意識が，今日の資本主義
において，わずかであるとはいえ道徳
的な進化の兆候として解釈できること
を，様々なデータを使って実証的に示
しました。
　質疑応答では，経済学研究科博士課
程に在籍している金仁子氏が通訳を担

当し，参加した学部生や中国からの留
学生たちは積極的に質問しました。企
業の規模，被雇用者の具体像（正規雇
用／非正規雇用），地域社会との連
携，ボーナスとしての株の配当との比
較，日本の企業経営への含意，個別事
例の一般化可能性などに関する問題が
提起され，これらの質問への応答に
よって議論を深めることができまし
た。質疑応答に 1 時間弱という時間を
設けたことも含めて，本講演会は日本
と韓国の間の相互理解と協調のための
有意義な機会となりました。

（経済学研究科・経済学部）

活発な質疑応答の様子

セミナー終了後の集合写真

韓氏


